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② 次期の見通し 

今後の見通しにつきましては、電力関連設備工事に係る受注・価格競争はさらに激化し、当社

グループを取り巻く事業環境は厳しい状況が続くものと思われます。 

このような難局を乗り越えるため、当社グループは、営業力・技術力を強化するための構造改

革を実行して経営基盤を再構築し、競争に勝てる強靱な企業体質を確立して対処してまいりま

す。 

 

このような情勢を踏まえ、次期の連結業績見通しにつきましては、 

 〈連結業績〉   売上高      57,200百万円 

営業利益      1,500百万円 

経常利益      1,600百万円 

当期純利益     1,000百万円 

を見込んでおります。 

 

（２）財政状態に関する分析 

① 資産、負債及び純資産の状況 

当社グループの財政状態は、主に工事の進捗に伴って発生する売上債権やたな卸資産、仕入債

務、工事前受金等によって変動いたします。また、固定資産のうち、土地・建物については、事

業所、社宅・独身寮等を所有しており、その他の資産として工事用機械設備、業務用備品等があ

ります。 

a.資産の部 

当連結会計年度における資産残高は652億71百万円となり、前連結会計年度末と比べて34億44

百万円減少しております。これは主に売上債権(完成工事未収入金)の減少によるものでありま

す。 

b.負債の部 

当連結会計年度における負債残高は177億44百万円となり、前連結会計年度末と比べて50億24

百万円減少しております。これは主に仕入債務(工事未払金)の減少によるものであります。 

c.純資産の部 

当連結会計年度における純資産残高は475億27百万円となり、前連結会計年度末と比べて15億

79百万円増加しております。これは主に当期純利益の計上に伴う利益剰余金の増加によるもので

あります。 
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（４）事業等のリスク 

当社グループの経営成績及び財政状態等に影響を及ぼす可能性のあるリスクには、以下のよう

なものがあります。 

なお、文中における将来に関する事項は、本決算発表日(平成26年４月28日)現在において判断

したものであります。 

 

① 受注環境 

当社グループは、市場の変化に対応した営業体制の強化を図るとともに、お客さまや市場の

ニーズを的確に捉えた技術提案型営業活動を積極的に展開しております。しかしながら、当社

グループに影響の大きい電力関連設備工事において、今後の電力エネルギー政策の動向、想定

を上回る電力設備投資の減少、自然災害等の事象の発生などにより、当社グループの業績は影

響を受ける可能性があります。 

 

② 工事施工 

当社グループは、設備工事業を主たる事業としており、「品質」「環境」「労働安全衛生」

を統合したマネジメントシステムを基軸とした工事施工品質の向上とお客さまや市場のニーズ

を的確に把握するためのＣＳ(お客さま満足)活動のレベルアップにより、事業基盤の一層の強

化に努めております。しかしながら、設備工事において人的・物的事故や災害が発生した場合

や工事施工中において自然災害等の事象が発生した場合、当社グループの業績は影響を受ける

可能性があります。 

 

③ 工事原価の変動 

当社グループは、工事用資機材の集中購買や競争入札の拡大等により、工事原価の徹底した

管理に努めております。しかしながら、材料費や労務費の高騰などにより工事の施工段階にお

いて大幅な工事原価の変動が発生した場合、工事損失引当金の計上等、当社グループの業績は

影響を受ける可能性があります。 

 

④ 株式及び債券等の保有 

当社グループは、株式や債券を保有しており、企業年金資産においても株式や債券を保有し

ております。これらは、株式市況や債券市況の動向等により時価が変動するため、当社グルー

プの業績は影響を受ける可能性があります。 

 

⑤ 取引先の信用 

当社グループは、企業情報の把握と分析・評価による与信管理の徹底に努めております。し

かしながら、建設業においては、工事目的物の引渡し後に工事代金が支払われる条件で契約が

締結される場合が多く、このため工事代金を受領する前に取引先が信用不安に陥った場合、当

社グループの業績は影響を受ける可能性があります。 
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２．企業集団の状況

 

当社グループは、当社及び子会社６社で構成され、電力関連設備や一般電気設備工事等の設計及び

施工を主な事業としております。また、不動産の賃貸・管理、工具・備品・車両等のリース・レンタ

ル及び保険代理業等の事業活動を展開しております。 

各事業における当社グループの位置付け並びにセグメントとの関連は、次のとおりであります。 

なお、当連結会計年度より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「４．連結財務諸

表（５）連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報）」に記載のとおりであります。 

また、電力関連設備工事の主要部分は、その他の関係会社である東京電力㈱より受注しておりま

す。 

 

［設備工事業］ 

火力発電設備、原子力発電設備、水力発電設備の建設及び保守、並びに変電設備、一般電気設

備、情報通信設備、空調設備工事の設計及び施工 

（主な関係会社） 

当社、㈱テクノ東京、東工電設㈱及び㈱清田工業 

 

［その他の事業］ 

不動産事業、リース・レンタル事業及び保険代理業 

（主な関係会社） 

当社、東工企業㈱、㈱バイコム及び㈱東輝 

 

事業の系統図は次のとおりであります。 
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 4,621 3,706 

受取手形・完成工事未収入金等 26,156 20,853 

有価証券 8,750 10,747 

未成工事支出金 2,871 2,876 

繰延税金資産 1,057 723 

その他 1,239 1,238 

貸倒引当金 △9 △5 

流動資産合計 44,687 40,139 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 5,926 8,113 

機械・運搬具（純額） 186 192 

工具器具・備品（純額） 358 492 

土地 9,573 9,379 

リース資産（純額） 13 38 

建設仮勘定 1,538 － 

有形固定資産合計 17,597 18,217 

無形固定資産 509 852 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,490 4,062 

長期貸付金 20 16 

繰延税金資産 2,086 1,751 

その他 389 297 

貸倒引当金 △65 △66 

投資その他の資産合計 5,921 6,061 

固定資産合計 24,028 25,131 

資産合計 68,715 65,271 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 10,342 6,528 

短期借入金 673 525 

未払法人税等 301 117 

未成工事受入金 221 661 

役員賞与引当金 28 － 

完成工事補償引当金 48 64 

工事損失引当金 1,101 397 

その他 3,208 2,787 

流動負債合計 15,926 11,081 

固定負債    

長期借入金 168 189 

繰延税金負債 27 27 

退職給付引当金 6,426 － 

役員退職慰労引当金 8 7 

退職給付に係る負債 － 6,218 

資産除去債務 143 145 

その他 66 72 

固定負債合計 6,842 6,662 

負債合計 22,768 17,744 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,881 2,881 

資本剰余金 3,730 3,730 

利益剰余金 39,699 40,896 

自己株式 △990 △995 

株主資本合計 45,319 46,512 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 403 828 

退職給付に係る調整累計額 － △9 

その他の包括利益累計額合計 403 819 

少数株主持分 223 195 

純資産合計 45,947 47,527 

負債純資産合計 68,715 65,271 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

売上高    

完成工事高 60,516 54,197 

売上原価    

完成工事原価 52,606 48,237 

売上総利益    

完成工事総利益 7,909 5,959 

販売費及び一般管理費 3,170 3,189 

営業利益 4,739 2,769 

営業外収益    

受取利息 23 21 

受取配当金 65 77 

その他 25 19 

営業外収益合計 114 118 

営業外費用    

支払利息 10 8 

その他 0 0 

営業外費用合計 11 9 

経常利益 4,841 2,878 

特別利益    

投資有価証券売却益 16 32 

受取補償金 33 － 

受取弁済金 － 51 

その他 － 8 

特別利益合計 50 92 

特別損失    

固定資産売却損 － 13 

減損損失 1,638 － 

固定資産除却損 14 26 

本社移転費用 － 17 

その他 31 0 

特別損失合計 1,683 57 

税金等調整前当期純利益 3,208 2,912 

法人税、住民税及び事業税 1,520 715 

法人税等調整額 244 489 

法人税等合計 1,764 1,204 

少数株主損益調整前当期純利益 1,443 1,707 

少数株主利益又は少数株主損失（△） 4 △13 

当期純利益 1,439 1,721 
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（連結包括利益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 1,443 1,707 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 212 425 

その他の包括利益合計 212 425 

包括利益 1,655 2,133 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 1,651 2,147 

少数株主に係る包括利益 4 △13 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 3,208 2,912 

減価償却費 682 786 

減損損失 1,638 － 

受取利息及び受取配当金 △88 △98 

支払利息 10 8 

売上債権の増減額（△は増加） △3,887 5,102 

未成工事受入金の増減額（△は減少） △266 439 

未成工事支出金の増減額（△は増加） 321 △2 

仕入債務の増減額（△は減少） 3,192 △3,438 

投資有価証券売却損益（△は益） △16 △32 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 6 △28 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △270 － 

工事損失引当金の増減額（△は減少） △399 △704 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △244 

固定資産除却損 14 26 

その他 743 △214 

小計 4,890 4,512 

利息及び配当金の受取額 93 95 

利息の支払額 △10 △8 

法人税等の支払額 △3,335 △981 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,637 3,617 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有価証券の取得による支出 △9,436 △3,848 

有形固定資産の取得による支出 △1,142 △1,966 

投資有価証券の取得による支出 △358 － 

有価証券の売却及び償還による収入 10,128 7,248 

投資有価証券の売却及び償還による収入 16 78 

定期預金の預入による支出 △549 △498 

定期預金の払戻による収入 580 471 

その他 △389 47 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,150 1,533 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 540 350 

短期借入金の返済による支出 △317 △411 

長期借入れによる収入 250 200 

長期借入金の返済による支出 △219 △266 

配当金の支払額 △523 △522 

その他 △3 △14 

財務活動によるキャッシュ・フロー △274 △663 

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 212 4,488 

現金及び現金同等物の期首残高 9,248 9,461 

現金及び現金同等物の期末残高 9,461 13,949 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。 

 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

下記事項を除き、最近の有価証券報告書(平成25年６月27日提出)における記載から重要な変更

がないため、開示を省略しております。 

 

（会計方針の変更）

 （退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付

会計基準」という。)及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第

25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。)を当連結会計年度末より適用

し(ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定め

を除く。)、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債として計上す

る方法に変更し、会計基準変更時差異の未処理額を退職給付に係る負債に計上しております。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに

従っており、当連結会計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の

退職給付に係る調整累計額に加減しております。 

 この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が36百万円計上されるととも

に、その他の包括利益累計額が９百万円減少し、少数株主持分が14百万円減少しております。 

 

（セグメント情報）

１  報告セグメントの概要 

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっ

ているものであります。 

  当社グループは、電力関連設備や一般電気設備工事等の設計及び施工を主な事業として展開

しており、「設備工事業」を報告セグメントとしております。 

  「設備工事業」は、火力発電設備、原子力発電設備、水力発電設備の建設及び保守、並びに

変電設備、一般電気設備、情報通信設備、空調設備工事の設計及び施工に関する事業でありま

す。 

 

２  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、その他の項目の金額の算定方法 

  報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、たな卸資産の評価基準を除き、「連結

財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における記載と概ね同一であります。 

  たな卸資産の評価については、収益性の低下に基づく簿価切下げ前の価額で評価しておりま

す。報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及

び振替高は市場実勢価格に基づいております。 
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